
船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１０月２１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年７月１６日（金） １５時２５分ごろ 

発生場所 長崎県佐世保市北西方沖
おき

ノ
の
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灯台から真方位３３８°１０,

２００ｍ付近 

（概位 北緯３３°１４.８′ 東経１２９°３２.５′） 

事故調査の経過  平成２２年７月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

ヨット Ｗｉｌｄ
ワ イ ル ド

 Ｂｏａｒ
ボ ア

、５.９トン 

 ２４０－５９０９６神戸、株式会社ヤマックス 

 ９.６０ｍ（Lr）×３.２９ｍ×１.５５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２６.７０kＷ、平成１７年１２月  

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳  

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定   

  免 許 登 録 日 平成１８年３月２８日 

免許証交付日 平成１８年３月２８日 

         （平成２３年３月２７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

船底外板に破口及びき
．
裂、ラダー折損  損傷 

 事故の経過  本船は、船長とクルー２人が乗り組み、キール下端の喫水約２.０ｍで、

佐世保市北西方沖を約７.５ノットの速力で自動操舵により北進中、平成２

２年７月１６日１５時２５分ごろ、沖ノ六ツ瀬の干出岩に乗り揚げた。船

長は、浸水がないことを確認後、機関を使用して離礁を試みたが離礁でき

ず、国際ＶＨＦ無線電話で救助要請を行い、クルー２人とともに海上保安

部の巡視船に救助された。 

 

本船は、救助中に浸水が始まって沈没し、翌日、引き揚げられて廃船処

分された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 約４～５m/s、視程 約１０km 

 海象：下げ潮中央期、潮高 約１５０cm、海面 平穏 

 その他の事項 船長は、長崎県平戸市平戸港までの航行予定水域の水路調査を行ってい

なかったため、予定針路上にある干出岩の存在を知らなかった。 

船長は、ＧＰＳプロッターを見ながら操船していたが、水深が表示され

ない設定になっていた。船長及びクルー２人は、見張りを行っていたが、

水面下にある干出岩に気付かなかった。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船は、佐世保市北西方沖を自動操舵で北進

中、船長が航行予定水域の水路調査を行っていな

かったため、予定針路上にある干出岩の存在を知

らずに航行し、同干出岩に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因 本事故は、本船が、佐世保市北西方沖を自動操舵で北進中、船長が航行

予定水域の水路調査を行っていなかったため、予定針路上にある干出岩の

存在を知らずに航行し、同干出岩に乗り揚げたことにより発生したものと

考えられる。 

  

 




